
















































































































































































































































































































































裁判外紛争処理(Alternative Disput6 Resolution: ADR)とは､紛争に介入して解決を図る制度で､裁
判よりも柔軟で簡便な手続きを用いて当事者間の合意を目指すものである｡ ADRは強制力が弱く､当
事者が自己利益にこだわるなら紛争解決は困難なので､ ADRが有効に機能するには手続きの公正さが
特に重要である｡こうした観点から論者は､ ADRの手続き的公正をThibautとWalkerの知的利己心モ
デル及びLindとTylerの集団価値モデルに依拠して理論的に分析し､導出された諸仮説に対して消費者
紛争をシミュレートした実験室実験によって検証を試みた｡
二万で､論者はADR手続きを構成する諸要素を介入者要因と構造的要因に大別し､それらが手続き
的公正にどのように貢献するかを分析した｡前者は､紛争解決を支援する相談員や調停員などが当事者
にどう接するか､その言動や態度の質を表すもので､対応の丁寧さ､共感的態度､コミュニケーション量
などが含まれる｡後者は紛争解決の手順､形式､ルールなどADRのフォーマルな特徴を指し､発言機会､
情報提供､介入者の人数などを含む｡論者はこれらを実験事態に組み込んで組織的に変化させ､当事者
の反応(満足感や公正評価)がどのように変化するかを観測した｡
7回に及ぶ研究を通して論者は､ (1)発言機会が介入者の意思決定に対して当事者が影響を与える機
会を与え､ (2)情報提供は紛争内容に関して理解を深め､不当に不利益を被ることを避けることを可能に
し､ (3)複数の介入者は､個人の独断や選好によって判断が歪められることを防ぐものであると当事者
によって認知されていることを兄いだした｡こうした結果は､知的利己心モデルが論じているようにコ
ントロール感覚がADRの手続き的公正を高めることを示すものである｡介入者要因についても､ (4)丁
寧な対応は尊重感覚を当事者に与え､ (5)共感的対応によって当事者は不安や困惑が理解されていると
感じ､最後に､ (6)コミュニケーション量は､介入者と十分な意思疎通を取ることができたという感覚を
強めることを明らかにした｡これらは集団価値モデルにおいて論じられている関係効果にあたり､紛争
当事者の親和や認知に対する欲求充足がADRの手続き的公正を高めることを示している｡論者のこう
した研究知見は､ ADRの手続き的公正を高めるには構造的要因と介入者要因の両面から手続きの改善
をはかる必要があることを示唆している｡
今日､我が国では司法制度改革の一環としてADRの拡充が図られているが､論者は手続的公正の観点
からその有効性を高める条件を実証的に検討し､多くの重要な知見を生み出した｡その成果は紛争問題
を扱う社会諸科学に対してのみならず､紛争解決制度の設計と運用に携わる実務家に対しても有益な示
唆を与えるものである｡よって､本論文の提出者は博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有す
るものと認められる｡
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